平成２４年度９月補正予算　　　支出科目　款：民生費　項：児童福祉費　目：家庭児童福祉費
	事業名:児童館等整備費補助金



（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　子ども家庭課　保育支援係　電話番号：058-272-1111（内2629）　
　　　　E-mail：c11217@pref.gifu.lg.jp
	事業費


補正要求額：△43,463千円
（現計予算額：86,926千円　補正後予算額：43,463千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　地域における児童の健全育成の拠点である児童館・児童センター(*)（以下、児童館等という。）の施設整備に対して補助を行ってきたもの。
（補助率：国１／３、県１／３、市町村１／３）
　平成２４年度国予算において、補助制度が従来の児童育成事業費補助金（児童厚生施設等整備費）から次世代育成支援対策施設整備交付金に移行され、国費分が市町村に直接交付されることとなったため、国費相当分の予算を減額し、県負担相当分のみを新規要求するもの。

 (*)児童館…児童に健全な遊びを与え、その健康を増進し、情操を豊かにするとともに、母親クラブ、子供会等の地域組織活動の育成助長など、児童の健全育成に関する総合的な機能をもつ施設（51施設（県内）、平成24年4月1日現在）
　　児童センター…児童館の機能に加えて、遊び（主に運動）を通して体力増進に向けた指導機能をもつ施設（36施設（県内）、平成24年4月1日現在）
	２　所要経費


（１）児童厚生施設等整備費(43,463千円)

①創設　     40,313千円
②大規模改修　3,150千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　１　子どもを生み育てやすい地域をつくる
安心して子育てのできる地域をつくるために

（３）子どもの居場所づくりを充実する

　　　　　　◆児童館や児童センターの整備を支援し、スタッフ研修の充実などを通して機能向上を促進する
	２　これまでの取組状況


　児童館を整備する市町村に対して補助金を交付した。（H22:1市、1か所）
	３　これまでの取組に対する評価


　どの地域の児童にも児童館等が利用できるよう整備するとともに、児童の安全を確保するため、老朽化の進んだ施設の改修等を推進した。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計
予算額
	86,926
	43,463
	0
	0
	0
	0
	0
	34,700
	8,763

	補正

要求額
	△43,463
	△43,463
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	△43,463
	△43,463
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


